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1 はじめに
ネットワーク上には膨大な数の Web サイトが存在す

る。そのため、検索エンジンを用いて所望の情報を含む

ページを探そうとすると、検索結果には様々な内容のペー

ジが大量に混在して表示される場合がある。そうなると、

ユーザは自らでページを選択して、それに目を通さなけ

ればならなくなり、取捨選択に時間と労力を費やすこと

となる。

本研究ではユーザの所望の情報を含むページを検索結

果の上位に表示するシステムを提案する。

2 検索エンジン
一般的な検索エンジンは、クエリが同じならユーザに

関わらず同じ検索結果が表示される。しかし、クエリが同

じでも求めている情報はユーザによって異なる場合もあ

る。Google Personalized Search[1] はユーザ情報をユー

ザの検索履歴から取得し、検索結果を修正して表示する。

しかし、検索コンテキストの変化への対応は困難である。

また、検索結果から所望のページが見つからない場合、

検索エンジンに与えるクエリを追加して再検索を行い、

検索結果を絞り込むのが一般的である。しかし、絞り込み

のためのクエリを自らで選択するには、検索しようとし

ている対象分野についての知識が必要となる。さらに、追

加するクエリの選択を誤ると検索結果に表示されるペー

ジの内容が偏ってしまい、所望のページを逆に検索結果

から除外してしまうこともある。大石ら [2] は、Web 検

索を行う際にクエリに関連のある語をユーザに提示する

ことで検索を支援する方法を提案している。しかし、こ

の方法は提示された複数の語の中からユーザが自らで選

択し、AND 検索を行わなければならない。

3 研究アプローチ
本研究では以下の点に着目してシステムを設計する。

ユーザ適応 本研究では、ユーザの嗜好や属性などのユー
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ザ情報とクエリとの両方から連想される語を関連語

と定義する。ユーザが所望の情報を得るために検索

を行った時、所望の情報を含むページにはクエリと

関連のある語が含まれている。また、ユーザの興味

に適したページにはユーザの嗜好や属性などと関連

のある語が含まれている。よって、クエリとユーザ

情報の両方と関連のある語 (関連語) が含まれてい

るページの方が、ユーザの所望の情報を含むページ

である可能性が高い。そのため、関連語を順位付け

の基準として用いることで、ユーザに適した検索結

果を得ることができると考える。

検索対象を狭めない 例えば、「Java」で検索しても

所望のページが見つからない場合、「Java」と

「Windows」の AND 検索をして絞り込みを行う。

そうすると、検索結果には「Java」と「Windows」

を含むページが表示されるが、「Windows」は検索

結果を絞り込むための語であって、必ずしも所望

のページに含まれているとは限らない。そのため、

「Java」と「Windows」を同列に扱うと検索結果か

ら所望のページ除外してしまう可能性がある。よっ

て、「Java」のみで検索して得たページを対象に、

順位付けを行うのが望ましいと考えられる。

以上より、本システムではユーザが入力したクエリの

みで検索して得たページを対象に、ページ内に含まれて

いる関連語を考慮して新たに順位付けを行い、検索結果

を並び替える。

4 Web検索支援システム
図 1に本システムの概要図を示す。本システムではユー

ザがユーザ情報を直接入力することで、検索履歴がなく

てもすぐに使用できるようにした。本システムの処理の

流れは以下の通りである。

Step1 本システムにユーザ情報を登録する。
Step2 ユーザが入力したクエリで Web 検索をする。
Step3 クエリとユーザ情報の両方に関連のある語 (関連

語) をWeb で収集し、関連の度合いを算出してその

語に重みとして与える。
Step4 Step3の関連語を基に Step2の検索結果の各Web

ページに重みを与え、その重みに基づいて検索結果

を並び替える。
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図 1: システム概要図

4.1 関連語収集
本システムでは、関連語は Web から収集する。また、

関連語の重みはクエリとユーザ情報の関連の度合いであ

り、TF/IDF (Term Frequency/Inverse Document Fre-

quency) 法を用いて算出する。

無作為に取得した Na ページの Web ページの集合を

Aとする。次に、ユーザが入力したクエリとユーザ情報

で AND 検索を行い、その検索結果の上位 Nb ページを

つなげて 1 つのページとしたものを dB とする。Aと dB
の Web ページの集合を S とする。dB を形態素解析し、

品詞が固有名詞、一般名詞、サ変接続名詞である語すべ

てに TF/IDF 法で重みをつける。語 tが dB 内に出現し

ている回数を tf(t; dB)、tが S内で出現しているページ

数を df(t) とすると、

idf(t) = log
Na + 1

df(t)
+ 1 (1)

なので、dB における tの重み tfidf(t; dB) は

tfidf(t; dB) = tf(t; dB) × idf(t) (2)

となる。Aは、dB に含まれているノイズの idf(t) を小

さくするためのものである。tfidf(t; dB) の大きさが上

からα個までの関連語 rには、tfidf(t; dB) を重みwr と

して与えて並び替えの基準とする。

4.2 検索結果の並び替え
関連語と同じ語を含むページにおけるその語の重要度

を求めるために TF/IDF 法を用いる。

ユーザが入力したクエリの Web 検索の結果の上位Nc

ページの Web ページの集合を C とする。そして、ペー

ジごとに形態素解析を行い、関連語と同じ語が含まれて

いたら、その語の TF/IDFの値 tfidf(r;C) を算出する。

次に、tfidf(r; C) と関連語の重み wr の積を、その語を

含むページの重み wp として加算していく。その後、wp

が大きいページを上から順に検索結果を並び替えてユー

ザに表示する。

5 実験
Na=40、Nb=10、Nc=50、α=30、ユーザ情報を「サッ

カー」として実験を行った。

表 1は、本システムと一般的な検索エンジン (Google)

の検索結果の上位 10 ページ中、ユーザに関連した情報

を含むページの数を比較したものである。

表 1: ページ数の比較
クエリ 提案システム Google

磐田 10 2
スタジアム 8 6
ゴール 8 2
土産 0 0

表 1 より、クエリがサッカーに関連した語 (「磐田」、

「スタジアム」、「ゴール」) の場合、本システムでは上位

10 ページの内、サッカーに関連したページの数が 8 割

以上となり Google より多くなった。つまり、11 位以下

に位置していたサッカーに関連のページを上位に移動さ

せることができた。さらに、上位に順位付けされるペー

ジほど、サッカーに関連する情報の量が多い傾向が見ら

れた。これは、ページに含まれているサッカーに関連す

る情報の量と関連語の数が比例している事が多いため、

ページの重みも大きくなるからである。

一方、クエリがサッカーに関連していない語 (「土産」)

の場合、ページの数は本システムも Google も 0 となっ

た。これは、並び替えの対象となった 50ページ中に、サッ

カーに関連のあるページが無かったためである。今回の

実験ではユーザ情報が一つだったが、ユーザ情報が複数

となった場合はクエリを考慮して適切なユーザ情報を選

択して検索結果の並び替えを行う必要がある。

6 まとめ
本研究では、ユーザ情報を基に検索結果を並び替えて、

ユーザの所望の情報を含むページを上位に表示するシス

テムを提案した。一般的な検索結果では、ユーザに関連

のある情報の量が豊富なページでも下位に位置してしま

うことがあるが、本システムではユーザと関連のある情

報を多く含むページほど検索結果の上位に表示すること

が可能となる。今後、複数のユーザ情報に対応した方式

を検討し、ユーザが所望の情報に素早くたどり着くシス

テムを構築する予定である。
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